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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成30年5月10日(2018.5.10)

【公表番号】特表2016-514184(P2016-514184A)
【公表日】平成28年5月19日(2016.5.19)
【年通号数】公開・登録公報2016-030
【出願番号】特願2015-561493(P2015-561493)
【国際特許分類】
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   Ｃ０９Ｊ   11/08     　　　　
   Ｂ３２Ｂ   27/00     　　　Ｍ
   Ｂ３２Ｂ   27/30     　　　Ａ
   Ｃ０９Ｊ  133/08     　　　　

【誤訳訂正書】
【提出日】平成30年3月19日(2018.3.19)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　　（ａ）基材（Ｓａ）と、
　　（ｂ）前記基材（Ｓａ）と接触した、－１０℃以下のＴｇを有する１つ以上のアクリ
ル系ポリマー（ＰＯＬｂ）を含む、粘着付与剤不含組成物（Ｃｂ）の層（Ｌｂ）と、
　　（ｃ）前記層（Ｌｂ）と接触した、１つ以上の粘着付与剤及び－１０℃のＴｇを有す
る１つ以上の炭化水素ポリマー（ＰＯＬｃ）を含む粘着付与剤含有組成物（Ｃｃ）の層（
Ｌｃ）と、
　を含む、感圧性接着剤物品。
【請求項２】
　前記物品中の前記粘着付与剤の量が、前記組成物（Ｃｂ）と前記組成物（Ｃｃ）との合
計重量に基づいて、１２重量％以下である、請求項１に記載の物品。
【請求項３】
　前記アクリル系ポリマー（ＰＯＬｂ）が、ｎ－ブチルアクリレート、イソオクチルアク
リレート、またはそれらの混合物の重合単位を含む、請求項１に記載の物品。
【請求項４】
　前記粘着付与剤が前記アクリル系ポリマー（ＰＯＬｂ）と非相溶性である、請求項１に
記載の物品。
【請求項５】
　基材（Ｓｄ）を請求項１に記載の物品と接触させることを含む方法によって作製された
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接合物品であって、前記基材（Ｓｄ）が前記層（Ｌｃ）と接触する、前記接合物品。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０００１
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０００１】
　アクリル系ポリマーを含有する感圧性接着剤（ＰＳＡ）は、多くの望ましい特徴を有す
る。例えば、それらは通常、多くの他の材料から作製されたＰＳＡよりも化学試薬及び紫
外線光に対して良好な耐性を有する。ポリオレフィン基材に良好に接合するＰＳＡを提供
することが所望されることが多い。以前に使用されたＰＳＡにおいて使用されている粘着
付与剤よりも少量の粘着付与剤を使用するＰＳＡを提供することも所望される。ポリオレ
フィン基材に対して良好な接着性を示し、かつ比較的低量の粘着付与剤を有するアクリル
系ポリマーを含有するＰＳＡが必要とされている。
【誤訳訂正３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０００４
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０００４】
　本発明の第１の態様は、
　　（ａ）基材（Ｓａ）と、
　　（ｂ）該基材（Ｓａ）と接触した、－１０℃以下のＴｇを有する１つ以上のアクリル
系ポリマー（ＰＯＬｂ）を含む粘着付与剤不含組成物（Ｃｂ）の層（Ｌｂ）と、
　　（ｃ）該層（Ｌｂ）と接触した、１つ以上の粘着付与剤及び－１０℃のＴｇを有する
１つ以上の炭化水素ポリマー（ＰＯＬｃ）を含む粘着付与剤含有組成物（Ｃｃ）の層（Ｌ
ｃ）と、を含む、感圧性接着剤物品である。
【誤訳訂正４】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０００５
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０００５】
　本発明の第２の態様は、基材（Ｓｄ）を第１の態様の物品と接触させることを含む方法
によって作製された接合物品であって、該基材（Ｓｄ）が該層（Ｌｃ）と接触する、接合
物品である。
【誤訳訂正５】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０００６
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０００６】
【図１】図１は、基材（Ｓａ）（１）、－１０℃以下のＴｇを有する１つ以上のアクリル
系ポリマー（ＰＯＬｂ）を含有する粘着付与剤不含組成物（Ｃｂ）の層（Ｌｂ）（２）、
ならびに１つ以上の粘着付与剤及び－１０℃以下のＴｇを有する１つ以上の炭化水素ポリ
マー（ＰＯＬｃ）を含有する粘着付与剤含有組成物（Ｃｃ）の層（Ｌｃ）（３）を示す本
発明の感圧性接着剤物品の垂直断面図である。図１は、決して原寸に比例して描かれてい
ない。例えば、図１に示される水平方向の本発明の感圧性接着剤物品の寸法は、図１に示
される垂直方向の寸法よりも１，０００倍以上大きい場合がある。
【図２】図２（同様に原寸に比例して描かれていない）は、本発明の感圧性接着剤物品の
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好ましい使用を描写する。図２は、追加の基材（Ｓｄ）（４）と接触した層（Ｌｃ）（３
）を示す。
【誤訳訂正６】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００２６
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００２６】
　感圧性接着剤（ＰＳＡ）は、圧が接着剤と基材を接触させるために適用されるとき、基
材との接合を形成する接着剤である。接合は、更なる材料の追加または加熱なしで生じる
。本明細書で使用される場合、感圧性接着剤物品は、感圧性接着剤が第１の基材に接着さ
れ、第２の基材と接触するためにＰＳＡの面（「有効面」）が有効である状態での物品で
ある。ＰＳＡの有効面は、剥離材と接触し得る、または接触し得ない。剥離材は、ＰＳＡ
との弱い接合を形成し、有効面が露呈するように容易に除去され得る材料であり得る。
【誤訳訂正７】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００２９
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００２９】
　本発明は、本明細書において標識基材（Ｓａ）である基材の使用に関連する。基材（Ｓ
ａ）は任意の材料であり得る。紙、ポリマー膜、及び金属箔が好ましい。ポリマー膜の中
で、ポリエステル、ポリ塩化ビニル、ポリエチレン、及びポリプロピレン膜が好ましい。
ポリマー膜の中で、少なくとも１つの面がコロナ放電によって処理されているものが好ま
しい。
【誤訳訂正８】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００３０
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００３０】
　本明細書において組成物（Ｃｂ）と称される粘着付与剤不含組成物の層が基材（Ｓａ）
と接触する。組成物（Ｃｂ）は、本明細書においてポリマー（ＰＯＬｂ）と称される１つ
以上のポリマーを含有する。ポリマー（ＰＯＬｂ）は、－１０℃以下、好ましくは－２０
℃以下、より好ましくは－３０℃以下のＴｇを有する。好ましくは、ポリマー（ＰＯＬｂ
）は、－１００℃以上のＴｇを有する。
【誤訳訂正９】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００３７
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００３７】
　好ましくは、組成物（Ｃｂ）は、基材（Ｓａ）の表面上で連続層（Ｌｂ）を形成する。
好ましくは、組成物（Ｃｂ）の層の厚みは、７．５マイクロメートル以上である。好まし
くは、組成物（Ｃｂ）の層の厚みは、７５マイクロメートル以下、より好ましくは５５マ
イクロメートル以下、より好ましくは４０マイクロメートル以下である。
【誤訳訂正１０】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００５５
【訂正方法】変更
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【訂正の内容】
【００５５】
　組成物（Ｃｂ）の層は、任意の方法によって基材（Ｓａ）に塗布され得る。好ましくは
、水性連続媒体中で分散されるポリマー（ＰＯＬｂ）の粒子を含有する水性組成物（Ｃｂ
１）が形成される。好ましくは、組成物（Ｃｂ１）は、水性エマルション重合（ａｑｕｅ
ｏｕｓ　ｅｍｕｌｓｉｏｎ　ｐｏｌｙｍｅｒｉｚｉｎｇ）によって形成されて、ポリマー
（ＰＯＬｂ）の粒子のラテックスを形成する。好ましくは、ポリマー（ＰＯＬｂ）の粒子
の中央粒径は、５０ｎｍ～７５０ｎｍである。好ましくは、連続媒体中の水量は、連続媒
体の重量に基づいて、７５重量％以上、より好ましくは９０重量％以上である。
【誤訳訂正１１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００５６
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００５６】
　１つ以上の任意の追加の成分は、水性組成物（Ｃｂ１）に添加されてもよい。水性組成
物（ｂ１）の層は、任意の方法によって基材（ａ）に塗布されてもよい。好ましい方法は
、摺動コーティング、カーテンコーティング、及びスロットダイコーティングである。
【誤訳訂正１２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００５７
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００５７】
　水性組成物（Ｃｂ１）の層（Ｌｂ１）が基材（Ｓａ）に塗布された後、水性組成物（Ｃ
ｂ１）の層が乾燥され得るか、または乾燥させられ得る。つまり、水は、乾燥コーティン
グを形成するために水性組成物（ｂ１）の層から除去されてもよい。水は、好ましくは、
加熱または空気の移動または両方によって除去される。
【誤訳訂正１３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００６０
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００６０】
　幾つかの実施形態において、水性組成物（Ｃｂ１）の層（Ｌｂ１）を基材（Ｓａ）に塗
布し、乾燥させ、その後、水性組成物（Ｃｃ１）の層（Ｌｃ１）を組成物（Ｃｂ）の乾燥
層に塗布し、次に水性組成物（Ｃｃ１）の層（Ｌｃ１）を乾燥させる。
【誤訳訂正１４】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００６１
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００６１】
　幾つかの実施形態において、水性組成物（Ｃｂ１）の層（Ｌｂ１）を基材（Ｓａ）に塗
布し、水性組成物（Ｃｂ１）の層（Ｌｂ１）が未だ湿っている状態で、水性組成物（Ｃｃ
１）の層（Ｌｃ１）を水性組成物（Ｃｂ１）の層（Ｌｂ１）上に塗布し、その後、全ての
集合体を乾燥させる。かかる実施形態の中で、水性組成物（Ｃｂ１）の層（Ｌｂ１）を基
材（Ｓａ）に、かつ水性組成物（Ｃｃ１）の層（Ｌｃ１）を水性組成物（Ｃｂ１）の層（
Ｌｂ１）上に同時に塗布し、その後、全ての集合体を乾燥させる多層コーティング装置を
使用することが好ましい。１つの好適なコーティング装置は、摺動コーティング機である
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。摺動コーティング機は、水性組成物（Ｃｃｌ）の層（Ｌｃｌ）の下に水性組成物（Ｃｂ
ｌ）の層（Ｌｂｌ）がある液状複合体を形成し、それらの層をそのままの状態に保ったま
ま、摺動コーティング機が、層（Ｌｂｌ）と基材（Ｓａ）が接触し、層（Ｌｃｌ）と空気
が接触するような方法で基材（Ｓａ）上に全ての複合体の層を塗布し、その後、全ての物
品を乾燥させ、水性組成物から水を除去する。また、例えば、剥離ライナー上で組成物（
Ｃｂ）のコーティング層を作製し、その後、組成物（Ｃｂ）の層の上で組成物（Ｃｃ）の
コーティング層を作製し、その後、組成物（Ｃｃ）の層と基材（Ｓａ）（好ましくは圧下
で）を接触させ、その後、剥離ライナーを除去することを含む、転写コーティングの方法
も企図される。
【誤訳訂正１５】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００６４
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００６４】
　本発明の感圧性接着剤物品が、それと追加の基材（Ｓｄ）を接触させることによって使
用されるようになることが企図される。圧が適用されて、組成物（Ｃｃ）と基材（Ｓｄ）
とを密着させ、続いて剥離させることが企図される。結果、感圧性接着剤物品がまだその
ままの状態であり、組成物（Ｃｃ）が基材（Ｓｄ）と接合される接合物品になるであろう
ことが企図される。基材（Ｓｄ）は、任意の物質であってもよい。好ましくは、基材（Ｓ
ｄ）は、ポリオレフィンである。好ましくは、基材（Ｓｄ）は、５０℃以上のＴｇを有す
る。
【誤訳訂正１６】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００６８
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００６８】
　ＨＤＰＥ剥離試験は、ＨＤＰＥの試験基材、２０分の滞留時間、１８０°を用いたＰＳ
ＴＣ試験方法１０１（Ｐｒｅｓｓｕｒｅ　Ｓｅｎｓｉｔｉｖｅ　Ｔａｐｅ　ｃｏｕｎｃｉ
ｌ，Ｎａｐｅｒｖｉｌｌｅ，ＩＬ，ＵＳＡ）であり、ニュートン単位で幅２５ｍｍ（Ｎ／
２５ｍｍ）毎に報告された。
【誤訳訂正１７】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００６９
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００６９】
　ＳＳせん断試験は、ステンレス鋼の試験基材を用いたＰＳＴＣ試験方法１０７（Ｐｒｅ
ｓｓｕｒｅ　Ｓｅｎｓｉｔｉｖｅ　Ｔａｐｅ　ｃｏｕｎｃｉｌ，Ｎａｐｅｒｖｉｌｌｅ，
ＩＬ，ＵＳＡ）であり、試験領域は２５ｍｍＸ２５ｍｍであり、質量は１ｋｇであった。
報告される結果は、失敗までの時間である（記号「＞」は、試験が、失敗前にその時点で
停止されたことを意味する）。
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